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は じめ に

柳永 模(1890-1981、3万3千2百 日、韓 国人)が ソウル で 生 まれ た年 は、韓 国(朝 鮮)が

開港 した1876年 か ら14年 後 で あ り、 プ ロテ ス タ ン ト宣 教 師 が来 韓 した1884年 か ら6年
キムジ ョンシク

が 過 ぎた 時 で あ った 。彼 はYMCAの 総 務 で あ った 金 正 植(1862-1937)に よ って キ リス
ヨン

ト教 に出会 い 、1905年(15歳 、宣 教 師 が来 韓(1884年)し て か ら21年 が過 ぎた 時)か ら蓮
トン

洞教会に出席 し、キ リス ト教 に入信 し、20代 前半 まで礼拝参加や伝道な ど教会活動 に熱

心な青年であった。宣教師の来韓を基準 にすれば 、彼は宣教2世 代に属す る人物である。
ア ンチ ャン ホ イ スンフン

彼 は20歳(1910年)の 時 、安 昌浩(1878-1938)の 思 想(救 国演 説)に 感 銘 を受 けた李 昇 薫
オ サ ン

(1864-1930)が 、 「新 民会 」 に参 加 し、建 て た民 族 学 校 で あ る 「五 山学 校 」 の 教 師 にな っ

た。 柳 永 模 は こ こで 、大 きな 思 想 的 、 信 仰 的変 化 を経 験 した 。 彼 は こ こで李 昇 薫 をは じ
ヨ ンユン シ ン チ ェ ホ ユ ンギ ソ プ

め、 呂 準(1862-1932)、 申采浩 、サ碕墜等、多 くの 「新 民会」 の人物 に出会 った。柳は

「新民会」 との出会 いを通 して、独立のためには物質(外 面、形式)的 な実力ば か りでは

な く、内面的(良 心、道徳、宗教、教育等 の)実 力がよ り大事だ という思想を学 んだ。特

に、東洋の伝統 や精神(経 典)に 精通 した民族思想家 である呂準 と申采浩等 の出会 いは柳

の伝統経典 に対 して考える地平 を広げた。又 この時期(ト ルス トイ除去10周 年)に 出会 っ

た トルス トイの書物を通 して基督教 の信仰の新たな姿 を見 る契機 になった。

柳は23歳 の時(1912年9月)、 留学のために日本(東 京)に 渡ったが、東京の生活は 自分

の人生の未来 について の煩悶する期 間にな り、結局10ヶ 月の苦悶の結果、大学進学 を断

念 し、一生 を田舎で農業 に従事 して生きる ことを決心 し、帰国 した(1913年6月)。 しか
ユ

しこの決心は残念なが ら23年 間実践する ことがで きなか ったが、 これは父親で ある柳
ミヨング ン

明 根の反対 にぶつかったか らであった。彼は父親が死ぬ までの23年 間忍耐 して父親の

話 に従 って、ソウルで商業人(皮 革 の店)と して暮 らした。(1933年 に父親の死亡、その3

年後の1936年 にソウルの近郊の田舎で引っ越 し、農業 を始 めた。)
キムヒヨウジヨン

ところが この時期に、色々な人物に出会 うようになった。1915年9月 に金 孝 貞 と結
ユ ウ ィサン ユ ザ サ ン ユ ガクサン

婚 し、1917年 に長 男柳 宜 相 が 、1919年 に次 男柳 自相 が 、1921年 に次男 柳 覧 相 が 、1926
ユ ウォルサン

年 に娘で ある柳 月 相が生まれた。
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チ ェナ ムソ ン

1914年 頃 には催 南 善2(1890-1957)に 出会 い 、文 学雑 誌 『青春 』2号 に 「私 の1234」 と

い う文 をは じめ 、 「活 澄 」(6号)、 「農 牛 」(7号)、 「今 日」(14号1918)「 無 限大 」(15

号)等 を発 表 した。(こ の文 書 は 青年 柳 永模 の初 期 思想 を見 る こ とが で き る貴 重 な資 料 で

あ る。)特 に 「今 日」 を発 表 した1918年(28歳 、1万240日)か ら、柳 は 自分 の年齢 を年

数 で は な く 日数 で 計算 し始 め た。 これ は一 日が即 ち一 生そ の もの で あ る と考 え、 一 日(今

日)を 忠実 に生 きて い くた めで あ った 。

1919年 三 ・一運 動 の時 に父親 柳 明根 が 三 ・一・運 動 の資金 を預 か った 事 で逮 捕 され 、105
オ サ ン

日間拘束 された。そ の後1921年 に、柳は五 山学校か ら校長 として招かれたが、 これは
チ ヨマ ンシク

三 ・一・運動の時に当時 の校長で ある曹晩植が 日本憲兵 によって逮捕 され、校長職 を剥奪

されたか らで ある。 しか し柳 も当局か ら許可が受け られず に2年 後 にソウル に戻 られな

ければ な らなか った。
ヒヨン ドンウォン

1928年(38歳)に はYMCA総 務 で あ る 玄 東 完(1899-)の 招聰 を受 けて 、 当時 の 民族 指
イ サ ン ジェ

導者であった李商在(1850-1927)が 指導 して きた 「研経班」 を引き続 いて導 くよ うにな っ

た。その後35年 間 「研経班」の指導 を続 けた。YMCAの 「研経班」は彼の思想を世の

中に紹介する場 になった。
キムギヨシン

1927年 には金教 臣(1901-1945)に 出会い、無教会運動の参加を頼 まれたが、柳は断わ っ

た。 しか し金教臣を始め 「聖書朝鮮」同友会の人々と交 わ りは続けた。1933年 には金教

臣の招待 を受けて聖書研 究会で 「老子思想」 を講義 した。1937年 か らは 『聖書朝鮮』 に

文 を発表 し始 めた。 これは柳が ソウルか ら近郊の田舎 に引っ越 した1936年 の頃である。

今回の発表は、柳が50歳(1万8千 日)の 頃か ら3年 間 『聖書朝鮮』に発表 した11編 の

文 を分析 して、彼の具体的な思想 を把握 し、彼による基督教の理解 、特 に十字架 の理解

を明 らかにしよ うとす る。『聖書朝鮮』は、内村鑑三 の聖書研究会 に参加 した金教臣 と5

名 の同人が韓 国に帰って1927年 か ら1942年 まで発行 した聖書研究誌である。金教 臣と

『聖書朝鮮』の同人は 「キ リス トよ り外人を礼拝 し、聖書 よ り会堂 を重視す る基督教」

を批判 し、聖書その ものか らの教えが朝鮮を救 うと信 じた3。 柳永模は彼 らと交わ りなが

ら儒仏道の経典を講義 し、儒仏道 の経典の教えを尊重 して きた民(地 域 の人々)と して聖

書 を読 む道 を伝 えた。
キムジヨンシク

柳永模 の 『聖書朝鮮』 に始めに発表 した文は柳の恩師である金貞 植の追悼文(1937年5

月)で あった。柳は この文 の副題 として 「基督教徒の生涯 とは、十字架に耗れて御陰様だ

と言 うばか りなのか、そ の一、小部分で も背負お うとして いるの者なのか」 とい う挑戦

的か文章 を付けた4。 この挑戦的な文章の追悼文 は、多 くの 『聖書朝鮮』の人々に強 い印

象 を与えた。実は、 この文章 は柳が神(イ エス)の 前 に又師匠金貞植の前 に一生の間(一 生

懸命)、 自分 自身に直面させた質 問であった。

その後、柳は50歳(1万8千 日)の 頃の1939年5月 か ら1942年3月 まで、3年 間10編
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の文 を発表 した。 この時期 は彼 の人生 に大転換 が起 こった時期であ った。それ は、彼の

二人 の友人の死がきっかけとな って、 自分の死 に対 して集 中す るよ うになった ことであ

る。 自分 の死 とい うのは、 「わた しにつ いて来た い者は、自分を捨て、 自分 の十字架 を背

負 って、わた しに従 いな さい」(マ タイ16:24)と いう聖書 の教えを意味す る。彼が一・生の

間、 このイエスの命令(イ エス による十字架 に関す る直接的解釈)で ある 「自分を捨て、

自分の十字架 を背負 う」 という聖書 の教えを一番大事 にして来た。 しか し50歳(1万8千

日)の 頃 になって、二人の友人の死 の前 に、 この教えをもう以上、留保す る ことが出来な

い時期 に迫 られた と感 じた。

友人の一人は1938年4月19日 に亡 くな り、1万7701日 の生涯であった。彼は柳 よ り

132日 先 に生まれた人であった。柳は故人の死後132日 目(故 人の1万8000日)に 自分 の

1万8000日(即 ち 自分の死)に 対 して黙想 した。だがこの時期(1939年4月3日)に もう一
ムンイルピヨン

人 の友 人である歴史学者文一 平5が 急 に亡 くな った。文一平は柳よ り627日 先 に生まれ

た人であった。 この二人の死がきっか けとなって柳は新 しい決心 をした。

享 年4月19日 、50歳 で 亡 くな られ た 方 が い るが 、彼 の一 生 を数 えて み る と1万

7701日 だ っ た。 私 よ り132日 先 に出生 した方 で あ った 。そ してそ の後132日 を過 ぎ

て 、私 の1万7701日 に故 人 を考 えな が ら、彼 の1万8000日 には 私 の1万8000日

か 近 づ いて くる の を主 意 した。 文 一平 氏 は52歳(1万9545日)で 亡 くな られ た。 私

よ り627日 先 に出 生 した 。今 年 は 、私 に 「知 命 」(寿 命 を知 る)の 年 を下 さ った神 が

前 後 に雲 柱 と火柱 をお 立 て にな った の で、 どの よ うな処 分 で あ ろ うか 。 虚 生 の憂 い

を堅持 され る鞭 で あ ろ うか 。6

柳は二人 の死 を神が送 られた雲 の柱 と火 の柱だ と思 った。柳は雲の柱 と火 の柱 の前で

死 を待 っているのではな く、死 に向かって突進 して行 くことを決心 した。彼 は青年時代

か ら、 「一 日一生」 の実践 を通 して死 を練習 して きた。 だが今は死 の練習ではな く、死そ

のものに直接飛び込 んでみ ることを決心 したのである。柳は 『聖書朝鮮 』に発表 した文

一平氏の追悼文 に
、「無常 、無私 、致公」 という詩 を載せている。 これは 「無常」の前 に

立 ち、「無私」 に至 って、「致公」(神 の御心)を 照 らす、 という意味の詩であった。

1.無 常一無私一至公

1)無 常

「無常」 とは、 この世界には常(変 わ らない もの、永遠 な もの)が な く、全 ての事が変

化 してい く、 という東洋の伝統的な教えである7。 柳永模は この無常思想が宗教の核心的

な教 えの一・つだ と考 えた。キ リス ト教 もただ神だけが永遠で あるとい うのは、被造物界
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の全てが無常で ある ということを教 えていると解釈す ることができる。柳は1万8千 日

(50歳)が 近づいた時に、人生無常に対 して集 中した。彼は人生が1万8千 日であれ、1

万8千 年であれ、いずれ も全てが永遠な ものではない一・瞬間の もの に過 ぎな い、 と語 っ

た8。 柳は 「今生」 とい う詩で、人生 とは 「鳴 らし置いた弦」、 「咲いた花」、 「草の上の一・

滴 の水玉」であると比喩 した9。 人生 とは美 しいものであるが、危 うい時間性(瞬 間性)の

上 に置かれているので、そ の結果が虚 しい もの として転落 して しまう危機 の中にあるも

ので ある、 と警告 している。柳は この危 うい中にぶ ら下が って いる自分を発見 し、その

虚無 の危機か ら回避(逃 避)せ ず 、む しろその虚 無を通 して真で あ り真実な 自己 と対面す

る時間 として変 える ことを要求(決 心)し た。

人間は生命世界の無常を経験す る時 に、ともす ると虚無主義 に陥って しま うことがあ

るが、む しろ無常に直面す ることが虚 しい欲望 を乗 り越 えて真の 自分 自身を求 めて行 く

原動 力となる。何故 な ら無常 とは生命の実状であ り、生命は無常 を通 して絶 え間な く新

たな生成 と活発へ進むか らである。無常は万物の 「生生」 のための原理で あるlo。

2)無 私 と至公

柳永模は 「無常」に直面 し、 「無常」を通 して 「無私」へ進む ことを決心 した。彼 は無

私 を全ての宗教の核心 的な教 えの一つである と見た。仏教は 「無我論」を前面 に立たせ

て重視す る。儒 教 も 「克己復礼」 を強調 している し、道教 も 「無為 自然」を思想 の根本

土台 として教える。キ リス ト教は十字架 の前で 「自分 を捨 てる」 ことを重視 して いる(マ

タイ16:24、 マル コ8:34、 ルカ9:23)。

柳は50歳 の時、友人の突然の死 の前に人生の無常 を経験 して虚無主義 に陥るのではな

く、 「無私」に向けて突進す るきっかけとした。柳は 「無私」が即 ち 「至公」である と考

えた。無私 に向かって の実践 は私的な行為 ではな く、神の公 を成す行為で あると考えた。

彼は 「人生鮮」 とい う詩で次 のよ うに祈った。

自感(人 生鮮)

一・匹だった ら何切 り身だろう

一 日一 日取 り除いていつの間にか終わ りの 日

一 日は死ぬ 日なのに
、まだまだ生 きると考 えておる

頭 も真ん中も美味 しい部分は

生計のために全部使ってしまった

今主 には何 を捧げ るか、尾を握 って悔 いる
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鍋 は成れな くても、チゲ にはできるかな

チゲ にも出来なか った ら、何処 に使われ るか

主 に委ね、捧げようか

五十峠途 中に大きい切れは全部使 った

人間のまな板上では無用な残 しで も

主 の手に捕 まれた ら満腹 の五千人!ll

柳は この詩の中で、 自分の50年 の生を反省 しなが ら、残った人生が魚の尻尾のよ うな

物で も神 に捧げ られた ら、5000人 を食べ させ る奇跡の道具 になる と請願 を立てている。

2.転 換:光 か ら暗闇へ

「無常一無私一至公」を決心 して2年 が過 ぎる と、一つの転換が起きた。 この転換 の内

容 は 「夕方賛美」 とい う題 目で 『聖書朝鮮』1940年8月 号 に載せている。 この文 には

「暗闇」 に対す る黙想 に集中する柳 の姿が表れている。

柳は 「無私」 を追求 して行 く中で 「暗闇」に対す る深 い黙想 に入 る。 「無私」へ進む 自

分 自身を包む暗闇、そ の深 い暗 闇の中へ進めば進む ほ ど自分(私 、個我)が 消えて行 く体

験 をす る。暗闇が光 よ りもっと根源的な存在 の土台で あ り、真の 自己を 自覚 させ る場で

ある ことを認識 した。表層的な 自我が深層的な 自我へ、偽 りの 自己が真で永遠 な 自己 に

なってい く道において、暗 闇は非常 に重要 な役割 をする ことが分か るようになった12。

柳は 「夕方賛美」で 「以前か ら 『暗闇が光 よ り大 きい』 とい うことは知 っていたが、

今 まで暗闇 に集 中 しなか った のは暗 闇を嫌がった とい うよ り光 に眩惑された ことが多か

ったか らである。 「無私」に入 った ら、暗闇や死亡 の恐れがない。13」と自分を反省 して

いる。そ して柳は次のように語った。

光 を避 けるのは人の物 を盗 もうする者であるが、暗 闇を避 けるのは神 の物 を盗 もう

とす る者(生 命 を私有す る者)で ある。14

愛 はよ く惑 いを引き起 こす時がある し、色 々な光は虚栄 を作 り上げる時がある。暗

闇を乗る小盗賊が いるが、光色 を乗る大盗賊が多い。15

光 と象徴 され る真理、義、道徳 、倫理等 を追究す るのは大事であるが、そ の全て のも

のよ りもっと重要であ り根源 にな ることは、 「無私」を追求する ことである。何故な ら無
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私 を無視す る光(真 理、義、道徳 、倫理)へ の追求 は 「光色 を乗 る大盗賊 の行為」(イ デオ

ロギー)に 陥って しまうか らである。真理 と義 の追求 がイデオ ロギー に陥 らな いよ うにす

るた めには、 自我の成就や拡張ではな く、 自己否認や無私 の土台の上での追及 にな らな

ければな らない。柳 は光 よ り暗 闇が もっ と根元 的な もので あるよ うに、生よ り死が、我

よ り無我が もっと根源的であると語 っている。

3.息

柳 永模 は 「夕方 賛 美」 を発表 して1年 程 度 が過 ぎた1941年11月 、 「消 息 」 とい う文 を

発 表 した16。 この文 には 「息 」 に対 す る深 い思 索 が盛 り込 まれ て い る。 柳 は この文 で 先

ず 「食」 と 「息 」 を比 較 して いる。

食べ る ことは第何番 目であ る。時たま飢 えて も構わな い。呼吸は第 一であ り、最終

であ り、必ずであ り、常 にであるので、真っ先 に精一・に敬度 に息をす るべきである。
ほ うぎよ う

息 は決 して各 自が利用する ものではない。全体が奉 行す ることである。生命 の為だ

という生活 もただ私的な営みにな る時にはむ しろ命の害悪 になる。17

柳は 「息」が 「食」よ りもっ と根源 的な生命活動であ ると指摘 している。 これは東洋

宗教 の昔か らの教えである。聖書 も神が人の鼻に命 の息 を吹 き入れて生きる ものにな っ

たと述べている18。 これは人間の生命 の根源は神が与えた息 にあ り、息を通 して神 の命

の神秘 を認識できる とい う教 えで ある。何故な ら呼吸は、生命 とは個体 の所有物ではな

く、全体 の共 生と共進(共 に進む)の 結果であるのを自覚させるか らである。

つ ま り 「息」は私の体 の肺 の単独 的な行為 によるものでなな く、 自然 と宇宙 の共生 と

共進 と循環 によって可能 にな るものである。 自然の強大な 山林が生命 の肺 であ り、地球

の自転 と公転、太 陽熱 と太陽風 という宇宙の活 動が、私 の鼻先 まで繋がって循環 を起 こ

して、私 に命の息 を吹 き入れているのである19。 柳は これ を 「息は決 して各 自が利用す
ほうぎよ う

るものではない。全体が奉 行する ことである」 と表現 して いる。

「息」 に対す る黙想は全ての生き物 が生きて行 く原理 と神秘 を自覚 するよ うに導 く。

ところが人々は 「息」 よ り 「食」に注 目し、関心を持 っている。

生活 は息 が主 にな り、暮 らしは食が主になる。暮 らしは家 を建てて、釜 を掛 けな け

れば な らないが、息 を吸 うには家 と釜 がな くて も、 口をしっか り閉 じて鼻 をまっす

ぐ開けてお いた らいつで も何処 で も自然に吸える。 ある時は暮 らしが生活 を妨害す

る。飲食 に酔 って衣服 に押 し付け られ、部屋 に閉 じ込め られて、息苦 しくなる。生

活 のための暮 らしであ り、暮 らしのための生活ではな いが、暮 らしは大 き くな るが
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生活 は減 って 行 く。 口ば か り開 け て 、鼻 は詰 ま って 、 飢 え て い る人 々 よ 、消 息 を解

る よ うに。 誠 の消 息 を。20

柳 の立 場 は、 「息」 を肯 定 して 「食 」 を否定 しよ う とす る こ とで はな い。 「食 」 も

「息」 も全てが神の創造 の原理、生命 を維持する方法で あ り、神の恵みである。 しか し

問題 は人が 「息」(息 生活)を 無視 し、食だけが生活 の重要 問題だ と考える ことにある。

これ は所有の欲 に陥って生 きて いくことを意味す る。 「息」が教 えて いる生命の原理(無

私、無所有)を 悟 らない時、食生活 は所有の欲 を満たす方便 にな り、む しろ命 に害を及ぼ

す。

彼は生活 の中心軸を 口(食 生活)か ら鼻(息 生活)に 変 えることを大事 にす るようにな っ

た21。 生命 を生かすエネルギーは 口に入れ る贅沢な食事 にあるのではな く、む しろ腹 を

空 けて呼吸 に集 中する生活方式 が人 を生き生き とさせ る。腹 は空 にし、鼻は開け放 し、
せいしん

脊椎 はまっす ぐに立 てて気息 をす る。 また心は天に向けて霊であ る神 と誠信(誠 の信)を

持 って往来(疎 通、対話)す る。柳 は これが祈 りだ と言 う。 このような祈祷 生活 を通 して

神 との深 い交わ りを体験するようになる。

吾人は消息する時 に 「二大息」を消費す る。気息 と信息である。気息は呼吸であ り、

信息 は往復で あるが、呼吸の気 は天地 の間に満 ちて いる大気であ り、往復 の信は神

人の間にお いて いる誠信である。大気 は生理 の本源で あ り、誠信は道徳 の大源であ

る。鼻で息 をす る者 は大気の子息であ り、心で往復するものは誠信 の子息 である。22

柳永模は 「無私」を追求 してい く中に 「息」 の神秘 を体験 した。 自然 と宇宙 という全

生命の共 生と共進 と循環が 自己 を形成 させている、 とい う明 らかな体験 こそが、 「無私」

へ の志 向を観念志向ではない事実志 向へ導 いて くれ る。

「無私」 とは自己の無化 を意味 しな い。 「すで に無 いのではな く居 る自己(我)」 を無化

させよ うとす るのは事実志向ではな く、観念的な試み に過 ぎな い。 「無いのではな く居 る

自己(我)」 が全生態系 と宇宙 の共生 と共進 と循環の中に置かれて いる、 とい う事実 を自

覚す ることを通 して、 「無私」への追求は観念的試みではな く実 際の実践になる。つま り

「無私 」は先ず個体生命の所有権 を主張 しない所か ら始 まる。 「我」 を私 的政体性 として

考 えるの を乗 り越える ことが 「無私(無 我)」 である。 自然 と宇宙全体が我の肺 であ り、

心臓であ り、血筋であることを自覚す るとき、 「無私 」の道は観念ではない実際の道 とし

て 開け放す。柳は これ を呼 吸によって実際に体験 した。柳は これ を 「位而 無」 という概

念 を通 してよ り明確に解明 しようとす る。

4.位 而無:自 己存在 の実体(構 造)
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柳永模は 「暗 闇」 と 「息」 に対す る深 い体験 と黙想 を通 して、 「位而無」 という人間観

(自我観)を 形成する。柳は 「位而無」 の人間観 について次 のよ うに説明す る。

年来 に 「我」 を何で比す るかず いぶん探 した。我は 「無」であ る。主なる神が 「有

れ」 とされ、そ の席を与 えて下 さったが、一豪 も所有はない。 「位而無」である。強

比 した ら、点で ある。 「座」だけであ り 「実大」は無 い。無で ある我 には時間の 「実

長 」や空 間の 「実積」がな い。時間や空間 も私 のものではない。……点 には点 とし

て接触以外 にはな いのが真理である。23

柳は 「我」(自 己)を 解明 しなが ら、 「無」、 「位而無」、 「点」、 「接触」 とい う四つの用語

を使 っている。 「無」は東洋 の存在論 の土台にな る概念で あるが、柳は これ を受け入れて

いる。 ところが この 「無」 というのはよ り具体 的に解明す る必要がある。そ うではなけ

れば 「無」 とい う存在論 は存在 の無化つ ま り虚 無主義 に陥 って しまうか らである。柳は

「無」を 「位而無」 と再解釈 して いる。 「我 」とは 「無」であるが、その 「無」は 「何 も

無 い全て の ものが消えて しまった無(完 全無、無化 の無、虚無 の無)」 ではな く、 「位」

(位置、座 、席、場)を 持 っている無で ある。 しか しこれ は極小量 の所有 もない し、少 し

の実大 もない 「位」(位 置 、座 、席、場)で ある24。 もし比喩すれば 「面積 を持 って いな

い位置」 という数学 の「点」の概念 に比喩で きる。 「位而無」 とい う用語は固着(執 着)と し

て の自我観 を克服 しなが ら、同時に虚無主義 に陥って しまう危険性 を防止 している。

柳は 「位而無」 を次 のように説明 した。 「点 には点 として接触以外 にはないのが真理で

ある」つ ま り 「位而無」 の 「位」(座 、席 、場)は ただ置 いて ある空っぽ の席(場)で はな

く、宇宙 ・生命 ・神 と接触す る生きた活動(関 係つ くり)で ある。」25。「位而無」の位(座 、

席、場)は 単なる全体 に従属 している席ではなく、接触 を通 して生命の活動 に参加 し、新

たな生命 を生成する創造的席(場)で ある。柳は 「自己は小 さ くて も、無であっても、光
こ う は

点で ある。 ラジオの真空管である。小さ くて も無辺な電波 を集感 して広播 する26」 と述

べている。

は し

5.破 私そ して信仰に入る

「位而無」 という人間観 は人間 自身を 「無」 に直面 させ ると同時 に虚 無主義 に陥 らな

いようにして、生命 の創造的活動 に参加するよ うに導 く。柳は 「位 而無」 とい う人間観

に直面 して、 自分が青年時代か ら追求 し実践 してきた 「一 日一生」、「いま、 ここ」 とい

う実践 を反省 している。
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あ!私 は時 間、空間 を随意(任 意)に 使 える と考 えた。私 というのがある程度、能の

ある存在 だ と思 った。時間 に功 を積 み、空間に徳 を敷 くと考 えた。今私 は功 と徳 を

積み、敷 こうとした二つの枠(道 具)を 下 ろして これまでの人生の破産 を語 る。27

「時 永 」 と 「空 遠 」 を有 りの まま主 管 され る方 は神 で あ る。 「位 而 無」 で あ る我 が 主

に な る と、時 間 は 「い ま」 とい う刃物 に な り、 空 間 は 「こ こ」 とい う歯 に な る。 今

刀(い ま とい う刃 物)に 切 られ 、玄玄歯(こ ことい う歯)に か み ちぎ る人 生 に な る。28

今 か らは私 は積み上げよ うとしない。主がすで に濃厚 にお積み にな り、完全 にお成

しになった。それ をどうした らもっと感激す るか。もっと消息するかが願 いであ り、

祈 りである。29

柳は青年時代か ら 「いま、 ここ」を生 きるために勤勉誠実 に努力 した。 しか し 「いま、

ここ」 とい う時間性 は野 生の獣 のよ うに恐 ろ しい速度 を持 って いた。時 々 しば らくは

「いま、ここ」 とい う野生の獣の上に乗ったと考 えた こともあるが、いつもす ぐ 「いま、

ここ」 とい う野生の獣か ら落 ちて しまった。また 自分が時空間の主人になって所有すれ

ばす るほ ど、 「いま、 ここ」は鋭 い刃物 と獣 の歯 に変わって 自分 を切 り、噛みちぎるのを

体験 した。そ して 「いま、 ここ」 を生きよ うとした努 力は、 いつ も後悔 と嘆きばか りで

終わって しまった。

だがそ のようになったのは、時 間 と空 間という生の二つの枠 を 自分(私)は 所有で きな

いものだ とい うことを確か に自覚 しなったか らである。つ ま り「位而無」とい う自己存在

の構造 を明確に 自覚 し、聖な る神 と接触 して神 が 「位而無」の主 にな る時(聖 なる霊が 「位

而無」に満ちる時)に 、「いま、 ここ」は生命の活発 になる。生 と死がぶつかってダイナ ミ

ックな跳躍が起 きたのである。
は し

柳は この文を発表 した38日 後に1万8888日 の生 を向かえ、 この 日を自分 の 「破私」

の 日として記念 した。そ してその後37日 になる1942年1月4日 に神 によって 自分が完

全 に掴 まえられ る体験 をする。 この体験 を 「呼ばれてか ら38年 間ぶ りに信仰に入る」 と

いう題 目で 『聖書朝鮮』 に載せた30。

去 年11月28日 は1万8888日 で あ ったが 、 これ は1万8000日 に888日 を足 した

日で あ る。 私 は この 日を私 の 破私 日 と して考 えて きた が 、 これ は 主 に もっ と近 づ く

準 備 で あ った 。そ の 日か らま た37日 にな った 今年1月4日 に、私 はつ い に父 な る神

の懐 に入 った 。 これ は私 が38年 を無為 に過 ご した 標 だ った だ ろ うか。31
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彼は1942年1月4日 に 「つ いに父なる神の懐 に入った」 と表現 している。つ まり 「位

而無」 とい う空の場(席)に 神 の霊が豊か に満ちた とい う意 味で ある。比喩すれば 「位而

無」の覚 醒 とい う百尺竿頭 にぶ ら下 がっていたが、つい に虚 空(無)に 向か って進一歩(一

歩前進)し た とい うことである。つ まりつ いに無私 に飛び込んで神の懐 に抱かれた。

柳は1942年1月4日 にイエスのみ言葉が、 「無私」の実行 へ自分を連れて行 くことを

経験 した。彼は 「生が新 たに生 まれた今 日に証する ことは 『イエスの名が今 日も真理の

聖霊 として生命力を豊かに注 ぎます』であ ります32」 と告 白し、 「主 と我」 という短 い詩

を載せ た。

主 と我

主 は誰なのか。言葉である。

我 は何者なのか。信である。

主 は天に行かれた とい うが、言葉は ここに居 られる。

我 は死ぬが、信仰は生きる。33

3年 間集中 してきた 「無私」へ向か う精進、そ してその中の幾つかの覚醒が、イエスの

生と言葉 に完全に生け捕 られて、聖なる霊を体験 し、そ の中で 自我の死(無 私、無我)を

経験 したのである。

おわ りに

柳は1万8千 日(50歳)の 頃 に人生の 「無常」に直面 した。 しか し彼 は虚無主義に陥 ら

ず に 「無私」 に向かって進むのを決心 した。 「無私」を追求する過程で 「存在の暗闇」 と

「息の神秘」 を体験 し、 「位而無」 という立場 をもつよ うになった。 「位而無」は空の座

(位、席、場)と 言えるが、 この空の座(位 、席、場)を 通 して生命 ・宇宙 ・神 と接触す る

ようにな る。柳は 「位而無」 を通 して 「破私 」(無 私)を 経験 し、神 と深い一致 を味わ っ

た。彼 はこれを 「呼ばれてか ら38年 ぶ りに信仰 に入 った」 と表現 した。

柳永模は 「わた しの後 に従 いたい者 は、自分 を捨て、 自分の十字架 を背負 って、わた

しに従 いなさい」(マ ルコによる福音書8:34)と いうイエスの教え(イ エスの十字架 の解

釈)を 一番大事 に考えた。柳の思想 は、 このイエスの言葉 を従 お うとした一人のアジア人

基督者が歩んだ人生旅情 の結果で ある。ソウルの近郊で農業 を行ないなが ら、東 アジア

の伝統経典(儒 仏道 の経典)と 共 に聖書 を黙想 し実践 しよ うとした柳 の思想は、彼 の死後

一世代が過ぎた この時代 にどうのような役割 をするだ ろうか
。現在 のキ リス ト教 を変化

(改革)さ せ、成熟 させ る道 になるのか どうかは、よ り多 くの人 の論争 と討論 、実践 と反
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省 を通 して、神が主で ある歴史が決定 して行 くと期待する。

1『 聖書朝鮮
』 は、 内村鑑 三か ら影響 を受け た金教 臣(1901-1945)が 韓国 に帰 って展 開 した無

教 会運動 の聖書研 究誌 であ る。 『聖書朝鮮 』 とい う名 前 には 「朝鮮 を聖 書 の上 に建て る」 と

い う意味が含 まれて いる。

2催 南善(1890-1957):

・早稲 田大学 をや めて1908年 に帰 国 し、「新 文館」 を設立 して印刷 と出版 を した。

・『少年 』、 『青春 』、 『東 明』等 の雑 誌 を発行 。近代文学 の先駆 者 になる。

・三 ・一独 立宣言書 を作成

3金 教 臣、 「創 刊辞」 『聖 書朝 鮮』1号(1927.7)、pp.1-3。

4柳 永模、 「故三星金貞植先生 」 『聖書朝鮮 』100号(1937.5)、p.99。

「基督教 徒到 生涯 む 十 字架司1フ圖(月 刈 目暑 旦 セ 誤01ヰ?ユ ー小部 分01耳 叫 召司ス1セ

唄・1叶?」

5文 一ZF(1888-1939):歴 史学者

6柳 永模 、「湖岩 文一ZF兄01望 刈 升入1ゼ司1(湖 岩 文一ZF兄 が先 に行 かれ たが …)」 『聖書朝

鮮 』124号(1939.5)、p.104。

「昨年 四月十九 日州ゼ 五十歳暑 一期呈 別 世尋 甚01銀 餓セ 日1ユ 到 一生含 計 日司一月 一

萬七 千七百七十 一 日01皇 耳旦叫 一三二 日暑 咀刈 出生尋 甚01銀 叫.ユ 司苛叶 ユ 月 一 三

二 日暑 ス11斗刈 耳到 一 萬七千七 百七十一 日列ゼ 故人暑 想之ト苛 銀銀ヱ ユ到 一 萬八千 日列

セ 耳到一萬八 千 日到 蓮根 哲暑 主意 洲周銀叫.湖 岩 氏セ 五十二歳(一 萬八千 五百四十五 日)

呈 升入1目,耳 旦 叫 六二七 日 先 出生01入1銀{斗.今 年 立呈州 耳州洲 知命到 年 含 手剋 苛 叶

唱列刈 前後司1雲 柱 火柱暑 ス11♀入1月,01司 列司一剋 庭分01剋7L虚 生釧 憂 暑 堅持 洲司一入1セ

ヌ刊入奇01く塁7㌃.」

7無 常思想 は東洋 の生命(自 然)思 想 で ある。生命(自 然)は 変 化 の中で命 の活発 を維持 して行 く。

ただ長久 の時間 にわた る緩慢 な変化 であ るか、短時 間に変 わる急変化 であ るか だけであ る。

ただ永遠 な もの は全 ての ものが変化す るとい う事実 だけだ、 とい うのが無常 の思想 であ る。

無常 は仏教 の諸 行無常 とい う用語 か ら由来 す るが、東 北 ア ジアの固有 の 「易 」思想 も同 じ

立場 で あ る。 そ して儒教 の中庸思 想の 「時 中」 と言 う概 念 もこの よ うな背景 を持つ 。柳 永

模 も無常思 想が宗教 の核心 的な教 えの一 つだ と考 えた。

8同 上、p.104。

9柳 永模、 「決 定居01銀 立叫(決 定す るのが ある ように)」 『聖書朝鮮』125号(1940.4)、p.75。

10『周 易』 の 「繋餅 」5章 「生 生之謂易」
。

11柳 永模 、「湖岩文 一zF兄 が先 に行 かれ たが …」 『聖書朝鮮』124号(1939.5)、p.104。

自感(人 生 鮮)
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ア ジ ア ・キ リス ト教 ・多 元 性

妊 叫 司 唱 喫 豆 叫 司1妊 豆 叫 薯 喫 召 剋7㌃/司 一早 司一早 召 司 司 し1司 と1唄 晋 瑚 苛 早/司 一早

セ 等 セ せ 剋 司 萬 せ 壽 豊 目01司

畏 叡01三 司 司 豆 叫 囹 司 司 司 叡01銀 ヱ/世 間 磐01尋 唱層入1ヱ 社 司 豆 叫 ≒・鍛 立 目/唱

刎 セ 早 望 喫一〇11斗 五乙司 看 ヱ 羽 昊 司1

子 円 司 セ 昊 司 ・囲三 列7"叫 三 苛 入圏 目/図7取}三 ヌ刊昊9週 ヱ 噌 司1セ 列 含 囚 目/組

ヲ1豊 苛 暑 引01唱 唱 川 三 司 旦 ヱ 刈

五 十 子 司 三 モ斗三 月 喜 豆 叫 薯1斗 烈 ヱ1斗/剋 社 到 三 叫 ♀ 司1組 告 剛 鵠 壬 列 司01耳/唱

刎 刈 里 司 手 入1唱 剛 早 旦 川 五 千 人!

12こ れ は 観 念 的 な 黙 想 に よ る こ と で は な く
、 夕 方(夜)と い う実 際 的 な 黙 想 を 通 し て の 体 験 で

あ っ た 。

13柳 永 模
、 「刈 同 讃 頬(夕 方 賛 美)」 『聖 書 朝 鮮 』139号(1940.8)、p.771。

14同 上
、p.771。

15同 上
、p.771。

16柳 永 模 は こ の 文 か ら 筆 名 を 既 存 の 名 前 か ら 「多 夕 」 と い う名 前 に 変 え た
。 こ れ か ら 自 分 は

暗 闇 を 背 景 と し て 数 多 く の 星 が 輝 く 「夕 」 と し て 生 き て い く と 意 味 だ と思 う 。

17柳 永 模
、 「消 息 」 『聖 書 朝 鮮 』154号(1941.11)、p.247。

18創 世 記2章7節

19柳 は 「大 気 頬 」 と い う 詩 で 太 陽 か ら 鼻 先 ま で の 大 気 の 循 環 を歌 っ て い る
。

20柳 永 模
、 「泊 息 」 『聖 書 朝 鮮 』154号(1941.11)、p.246。

21柳 永 模 は1941年2
.月17日 か ら 「一 日一 食 」 を 始 め て 一 生 続 け た 。

22同 上
、245。

23同 上
、p.251。

24存 在 論 を 西 洋 の 実 体 論 で は 関 係 論 と し て 解 明 し て い る
。

25柳 は こ れ を 「宇 宙 は 泊 息 で あ り
、 示申は 消 息 の 主 で あ る 。 我 も 泊 息 で あ る 」 と表 現 し た 。 柳

永 模 、 「消 息 」 「聖 書 朝 鮮 』154号(1941.11)、254。

26柳 永 模
、 「消 息 」 『聖 書 朝 鮮 』154号(1941.11)、p.253。

27同 上
、p.251。

28同 上
、p.253。

29同 上
、p.253。

30金 教 臣 は こ の 文 を 見 て 「豹 の 変 皮 」 の よ う な こ と だ と論 評 し た
。 金 教 臣 、 「(巻叫 金 剋 借

到 光 榮(驚 くべ き な 入 信 の 光 栄)」 『聖 書 朝 鮮 』157号(1942.2)、p.38。

31柳 永 模
、 「早 旦 剋 ス1三 十 八 年 望{}司1三 司 イ}(呼 ば れ て か ら38年 ぶ りに 信 仰 に 入 る)」 『聖

書 朝 鮮 』157号(1942.2)、p.34。

32同 上
、p.35。

33同 上
、p.35。
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『聖書朝鮮』 に表れた柳永模 の思想 無私、暗闇、息、位而無

手斗 耳

手セ 午子入1コ正?里 告01入11斗.

叶セ 早唄望η㍗?望{}01{斗.

手セ 尋苦列7}頚1斗 司一耳 里告薯dレ1洲 入11斗.

叶美壬 奇知立叶 望含{}磐 烈1斗.

(YANGJoohan同 志社大学大学院神学研究科博士後期課程)
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